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２０１９年　元旦



福 管 協 機 関 誌 第474号

2

年頭のご挨拶

　あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。

　昨年の夏は、平成の時代の最後の夏でしたが、その夏に記録的な豪雨、

強烈な台風、そして強い揺れに次 と々襲われて多くの犠牲者、甚大な被害

を出してしまいました。全国各地で連日の猛暑にも悩まされました。この国が災害大国であることを改

めて思い知らされ、防災の大切さを身に染みて感じた夏でもありました。

　寒波による凍結や地震など、頻発する災害に対し、ライフラインの要である水道については、市民生

活の維持に必要不可欠な水を供給するため、水道局との災害時における水道の応急対策に関する協

定に基づき、組合員一丸となって、対応しなければなりません。これからも、防災活動に貢献できる組合

組織の強化、また、その役割を果たし続けるための、経営の安定化にむけ、取り組んでいきたいと考え

ておりますので、組合員の皆様のご協力をお願いいたします。

　さて、30年続いた平成が終わり、新しい元号に代わります。皇位継承が行われ、時代が大きく動く歴

史的な年となります。天皇陛下退位による元号変更はお祝いムードとなり経済効果が大きいと予想さ

れています。一説には、1兆円規模の経済効果になる可能性があるともいわれています。新しい時代の

到来に対する期待感が景気を後押ししてくれることを願うところであります。

　業界を取り巻く環境は、就労者の高齢化や若年者の入職等、依然として厳しく予断を許さない状況

にありますが、組合員の皆様には、組合事業に更なるご協力を賜りますようお願い申し上げますと共

に、2019年が我が国の活力ある再生に向け充実した輝かしい年でありますよう祈念いたしまして、年

頭のご挨拶といたします。

理事長　藤　　成　德
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年頭のご挨拶

　あけましておめでとうございます。

　福岡市管工事協同組合の皆様におかれましては、新春を晴れやかに迎

えられましたことと心からお慶び申し上げます。

　昨年、市民の皆様にご信任いただき、引き続き、福岡市政の舵取りを担わ

せていただくことになりました。新しい年を迎え、改めて、皆様のご期待に応

えていく決意を新たにしております。

　今、福岡市は成長の真っ只中にいます。第3次産業が9割を占める福岡市は、人を呼び込むことで経

済が活性化することから、観光振興や国際会議の誘致に力を入れてきました。

　その結果、クルーズ船の寄港回数が3年連続で日本一となるなど観光客が増加し、年間2,000万人

以上の方が福岡市を訪れるようになりました。企業立地や創業も進み、都市経済の成長により政令指

定都市で唯一、市税収入が5年連続過去最高を更新し続けています。

　この成長の果実により、すべての小中学校へのエアコンの設置、7年間で約13,000人分の保育所

整備、高齢者乗車券へのタクシー券の導入など、生活の質を向上させるさまざまな取り組みを行うこと

ができています。

　また、近年の地震や記録的豪雨などの教訓を踏まえた防災対策などの施策や上下水道施設の耐震

化を推進しており、災害発生時でも避難所や病院等へ水道水を届けられるよう給水ルートを優先的に

耐震化する「耐震ネットワーク工事」につきましても、管工事協同組合の皆様のご協力のもと整備を進

めているところです。

　福岡市は今年で市制130周年を迎えますが、この節目の年に、ビッグイベントが2つも開催されま

す。世界最高峰の国際会議「G20福岡財務大臣・中央銀行総裁会議」と、アジア初開催となる「ラグビ

ーワールドカップ」です。世界に「福岡」を発信し、福岡市がさらに成長していくチャンスだと考えていま

す。市民や企業の皆様と一丸となり、オール福岡で大成功を収めたいと思っています。

　そして、今年も、「人と環境と都市活力の調和がとれたアジアのリーダー都市」を目指し、未来の日本

のロールモデルとなれるよう、福岡を次のステージに飛躍させるためのチャレンジ「FUKUOKA 

NEXT」を進めてまいりますので、管工事協同組合の皆様には引き続き、お力添えを賜りますようお願

い申し上げます。

　最後に、福岡市管工事協同組合の皆様の今年一年のご健勝とご活躍を心より祈念いたしまして、新

年の挨拶とさせていただきます。

福岡市長　髙　島　宗一郎
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年頭のご挨拶

　あけましておめでとうございます。

　組合員の皆さま方におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと心よ

りお慶び申し上げます。

　また、日頃から市政の推進に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。

　さて、昨年の西日本豪雨、大阪府北部地震や北海道胆振東部地震など、近年、大きな災害が多発し

ております。

　福岡市といたしましては、これらの災害に対して、地域、行政、市議会が一体となって、さらなる防災対

策や受援体制等の確立に努めなければならないと痛感しているとともに、福岡市管工事協同組合と協

力して都市機能を支える重要なライフラインである上下水道の復旧を迅速に行うための体制強化が

必要であると考えています。

　また、全国的な問題となっている社会資本の老朽化対策に当たりましても、組合員の皆さまのお力を

頂きながら、上下水道施設の更新工事や耐震化を進め、災害に強い都市づくりに取り組んで参らなけ

ればならないものと思っております。

　建設業界は東京オリンピックの開催決定以降、需要は高まり続けており、それに伴い人手不足が進

み、特に技術者や技能者の不足が深刻な状況ですが、昨年末の国会で深刻な人手不足の解消を促

進するため、改正出入国管理法が成立し、業界が活性化することが期待されています。今後もこの業界

に女性や若者が夢をもって将来を託せる産業として抱くよう、官民挙げて魅力ある情報を発信してい

かなければならないと考えております。

　組合員の皆さま方におかれましては、国によって進められている働き方改革に伴う賃金引き上げと

労働生産性向上、長時間労働の是正、女性・若者が活躍しやすい環境整備、人材育成などの諸課題

を抱え、厳しい経営状況にあることとは存じますが、本年も引き続き、上下水道関連事業の促進、並び

に地場中小企業の支援対策等を推し進めるとともに、福岡市の発展と組合員の皆さま方の経営の安

定化に向け、より一層の努力を重ねて参りたいと考えておりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、福岡市管工事協同組合並びに組合員の皆さま方のますますのご発展とご多幸

を祈念いたしまして新年の挨拶とさせていただきます。

福岡市議会議員
福管協顧問　大　森　一　馬
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年頭のご挨拶

　あけましておめでとうございます。

　福岡市管工事協同組合の皆様方におかれましては、ご家族ともども穏や

かな新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　また、日頃から本市水道事業の推進に格別のご理解とご協力を賜り、心よ

り感謝申し上げます。

　さて、近年の水道事業は、水道施設の老朽化による更新需要の増、人口減少等による料金収入の低

迷、水道技術の継承などの課題に加え、三年前の熊本地震、一昨年の九州北部豪雨、そして、昨年の

西日本豪雨や北海道胆振東部地震など、全国各地で災害が多発しており、その備えも重要となってお

ります。

　水道は、将来にわたって、住民生活や都市活動を支える、欠かすことのできない重要なライフライン

であり、本市の水道事業はこれまでどのようにして水を確保していくかを最重要課題として水源開発を

続けてきました。

　昨年3月に竣工した五ケ山ダムは昭和53年の渇水を受けて全国で初めて渇水対策容量を持つダ

ムとして計画されたもので、供用開始されれば、異常渇水が発生したとしても市民生活などへの影響を

大幅に緩和することができ、将来的な需要予測からみても、「水源開発」は一区切りを迎え、これからは

水道局の施策の中心を「施設の更新・維持管理」にシフトさせていくことになります。

　現在、水道局においては、将来にわたり安定的に水道水を供給できるよう、大量更新期を迎えた水

道施設について、長寿命化を図るとともに、災害に強い水道を目指して、重要な構造物や老朽化した

配水管の更新・耐震化を行っております。特に年間45kmの配水管の更新・耐震化を最重要課題と位

置付けており、計画的に取り組んでいるところです。

　この事業を着実に推進していくためには、組合の皆様方のご理解とご協力が必要不可欠です。今後

とも、本市水道事業に対して、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、本年も福岡市管工事協同組合の皆様方にとって、幸多い年となりますよう、ま

た、更なる飛躍の年となりますよう、心より祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

福岡市水道事業管理者　清　森　俊　彦
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年頭のご挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　新年あけましておめでとうございます。

　福岡市管工事協同組合の皆様方におかれましては、ご家族ともども幸多

き新春を迎えられたこととお喜び申し上げますとともに、日頃から本市下水

道事業の推進に多大なご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　昨年は、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となった平成30年7月豪雨により全国

各地で甚大な被害が発生し、福岡市においても道路の路肩崩落や、土砂崩れなどの被災を受け、その

復旧工事に取り組んでいるところです。昨今の気象状況に関しては、計画規模を超えるような局所的な

集中豪雨が全国的に頻発していることから、改めて大規模災害への備えや対応の重要性を痛感して

いるところでございます。

　道路下水道局では、下水道を新たなステージへ進めるための実施計画である「福岡市下水道経営

計画2020」に基づき、「改築更新」、「浸水対策」、「地震対策」、「下水道未整備地区の解消」、「合流式

下水道の改善」、「再生水利用下水道」の6つの重点施策に取り組むこととしております。

　特に「災害に強い下水道」として、「浸水対策」と「地震対策」に取り組んでおり、「浸水対策」では、「雨

水整備Ｄｏプラン」や「雨水整備レインボープラン天神」の早期完了を目指すとともに、重点的に整備

を進めてきた地区以外にも浸水地区は多数存在することから、新たな「雨水整備Ｄｏプラン」の策定に

向けた検討を進めているところであり、今後も引き続き浸水対策に取り組んでまいります。

　また、「地震対策」では、緊急輸送路下における重要な幹線管渠や、ポンプ場・水処理センターへ直

結する管渠等及び、ポンプ場・水処理センターの耐震化を図るとともに、ソフト面においても資機材の

備蓄、各種団体との災害支援の協定、実践的な震災訓練の実施など、大規模災害による被害を最小

限にとどめ、事業の継続や早期復旧を可能とするために、「下水道ＢＣＰの充実・強化」を図っていくこ

ととしております。

　皆様方におかれましては、市民のニーズが多様化する中、第一線の現場で日 ご々活躍いただき、ご

苦労も多いことと存じますが、皆様方と連携を図りながら「快適なくらしを守り、都市の魅力を高め、未

来につなげる下水道」に向け取り組んでまいりますので、より一層のご支援とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

　本年も福岡市管工事協同組合の皆様方の益々のご発展とご活躍を心からお祈りいたしまして、新年

の挨拶とさせていただきます。

福岡市道路下水道局長　三　角　正　文
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年頭のご挨拶

指定店の更新制度を契機に
明日への展望を拓こう
新年あけましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新春をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。
昨年を振り返りますと、西日本豪雨、北海道胆振東部地震等、痛ましい災害

が続発し、多くの尊い命が奪われました。災害が起こった各地では、全管連に所属する組合員企業が
水道事業体と連携して「命の水」を届けるべく懸命に応急復旧活動を行ってまいりましたが、そうした
現場復旧の活動を通じて教訓として強く印象に残ったことは、水道システムの強靭化、とりわけ老朽管
路の更新が急務だということです。
　さて、全管連では、水道法改正法案の早期成立と水道関係予算の確保について、かねてより水道事
業に関心の深い国会議員の先生方、関係機関等に対し、組織を挙げて懸命に要望活動を展開してま
いりました。会員団体の皆様には、地元先生方への要望活動をはじめ様々にご協力を賜り、心から感
謝申し上げます。お陰さまで、我々の念願である指定給水装置工事事業者制度に更新制を導入するこ
と等を含めた「水道法の一部を改正する法律」が昨年12月6日に可決、成立いたしました。
　本法の成立は、水道事業の基盤強化と指定給水装置工事事業者の人材確保・育成を着実に前進
させるものであり、何より関係者の皆様のご尽力とご努力のたまものです。そのご労苦に心から感謝い
たすとともに敬意を表するものであります。
　顧みれば、昨年は法案成立に向けた取り組みに明け暮れた年でありました。法案は、先の通常国会
では成立に至らず継続審議とされ、続く秋の臨時国会での審議日程も大変厳しく、紆余曲折があり、予
断を許さない状況にありました。全管連では、指定工事事業者制度をより良いものにするため、改正法
案については、検討会、専門委員会に参画し業界の意見を述べてまいりました。水道事業体と管工事
業者が連携して改正法の適正かつ確実な運用を行っていくことが水道利用者に良質な給水管工事を
お届けすることに直結すると、この改正法施行に向けて大きな期待を寄せているところです。
　全管連では、指定店制度への更新制をさまざまな施策を講じる出発点となるよう、引き続き関係者と
協議し、会員企業の皆様に円滑な対応が図れるよう対処してまいります。その内容を実のあるものにす
るためには、国や関係機関等のご理解、ご協力が不可欠であります。引き続きのご支援を何卒よろしく
お願い申し上げます。
　さて、今年7月に開催する通常総会及び全国大会等は、九州ブロック鹿児島県支部の鹿児島県管
工事業協同組合連合会（会長・福山康洋氏）に担当いただきます。鹿児島県は、桜島や我が国初の国
立公園である霧島、世界自然遺産の屋久島など豊かな自然に恵まれています。また幕末から明治初期
にかけて日本史上重要な舞台となりました。開催地の鹿児島市は、ＮＨＫ大河ドラマで話題の西郷隆盛
が生まれ育ち、そして最期を迎えた地でもあります。地元鹿児島県連においては、参加される方々を迎え
る準備を進めておりますので、全国から会員各位の多数がご参加を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、この新しい年が、業界に携わるすべての人にとって、実り多き年となりますよう、会員団体の
一層のご発展と所属員各位の事業のご繁栄を祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

全国管工事業協同組合連合会
会　長　大　澤　規　郎



平成31年　新年賀詞交歓会盛会裡に開催

　　　　　　　　　　日時　平成31年1月10日（木）午後5時30分

　　　　　　　　　　場所　ソラリア西鉄ホテル    

藤理事長挨拶

      

　あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　本日は、お忙しいなか、中園副市長様をはじめ、市議会議員の先生方、ほか多数のご臨席を賜りまこ

とに有難うございます。お蔭様で賀詞交歓会を盛会に催すことができますことを深く感謝いたします。　

　昨年の夏は、平成の時代の最後の夏でしたが、その夏に記録的な豪雨、強烈な台風、そして強い揺

れに次 と々襲われて多くの犠牲者、甚大な被害を出してしまいました。全国各地で連日の猛暑にも悩ま

されました。この国が災害大国であることを改めて思い知らされ、防災の大切さを身に染みて感じた夏

でもありました。

　寒波による凍結や地震など、頻発する災害に対し、ライフラインの要である水道については、市民生

活の維持に必要不可欠な水を供給するため、組合員一丸となって、対応する体制を整えております。こ

れからも、防災活動に貢献できる組合組織の強化、また、その役割を果たし続けるための、経営の安定

化にむけ、取り組んでいきたいと考えております。

　さて、30年続いた平成が終わり、新しい元号に代わります。皇位継承が行われ、時代が大きく動く歴史

的な年となります。天皇陛下退位による元号変更はお祝いムードとなり経済効果が大きいと予想されて

います。一説には、1兆円規模の経済効果になる可能性があるともいわれています。新しい時代の到来

に対する期待感が景気を後押しし、日本経済の浮揚に繋がることを願うところであります。

　業界を取り巻く環境は依然として厳しく予断を許さない状況にありますが、関係各位の皆様方のご協

力を心よりお願い申し上げますとともに、2019年が我が国の活力ある再生に向け充実した輝かしい年

となりますよう祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。

福 管 協 機 関 誌 第474号
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挨拶 中園副市長 ご来賓の皆様

ご来賓の皆様

乾杯音頭　清森水道事業管理者 万歳三唱　三角道路下水道局長



第22回　理事会報告
 日　　　時　： 平成31年1月10日(木)午後4時30分より
 場　　　所　： ソラリア西鉄ホテル
 出　席　者　： 藤、松尾、末久、岩下、宮﨑、松本、阿部、棚町、田中、細井、藤根、松隈
 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

[協議事項]

　第1号議案　新規組合加入に関する件
　事務局より、平成31年1月8日付で、㈱アースクリン（代表取締役 大石 登）より組合加入申込があった旨説明、諮る。
　協議の結果、組合加入を認める事で出席理事全員の承認を得た。

　第2号議案　賀詞交歓会に関する件
　事務局より、本日開催の賀詞交歓会の進行及び出席状況を説明、諮る。
　協議の結果、事務局の説明通りで出席理事全員の承認を得た。

　第3号議案　2020年賀詞交歓会開催日に関する件
　藤理事長より、2020年の賀詞交歓会を1月9日（木）ソラリア西鉄ホテルで開催する旨説明、諮る。
　協議の結果、説明通りで出席理事全員の承認を得た。

[報告事項]

　1.平成31年度穿孔工事施工業者公募、説明会について
　　松本上水道部長理事より、穿孔工事施工業者の公募説明会を平成31年2月1日（金）13時30分から開催する旨
　　報告。（出席理事全員了承） 

　2.平成31年度漏水発生給水管修理単価契約請負工事業者公募、説明会について
　　松本上水道部長理事より、漏水発生給水管修理単価契約請負工事事業者の公募説明会を平成31年2月1日（金）
　　14時00分から開催する旨報告。（出席理事全員了承）

　3.平成31年度給排水メンテナンスセンター施工業者公募、説明会について
　　宮﨑下水道部長理事より、給排水メンテナンスセンター施工業者の公募説明会を平成31年2月1日（金）14時30分から
　　開催する旨報告。（出席理事全員了承） 

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。本日の全ての案件を終了した。時に午後5時00分。
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第21回　理事会報告
 日　　　時　：　平成30年12月10日(月)午後1時30分より
 場　　　所　：　福岡市管工事協同組合会議室
 出　席　者　：　藤、松尾、末久、宮﨑、松本、阿部、棚町、田中、細井、松隈
 委　任　者　：　岩下、藤根
 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

[協議事項]

　第1号議案　1月度の定例理事会開催日に関する件
　事務局より、平成31年1月10日（木）午後4時30分からソラリア西鉄ホテル8階「聖天」で理事会を開催。
　また、午後5時30分より「雪月」にて賀詞交歓会を開催する旨説明。協議の結果、事務局の説明通りで出席理事全員の承認
　を得た。
 
[報告事項]

　1.寒波による緊急時の協力依頼について

　　事務局より、福岡市水道局から10月16日付で寒波等による凍結及びその他緊急時の水道修理対応の協力依頼があり、
　　昨年駐車許可申請のあった組合員64社106台で対応する旨報告。（出席理事全員了承） 

　2.平成31年度資材見積提出について

　　松尾副理事長より、平成31年度資材見積を取引メーカー及び商社（計28社）に依頼する旨報告。
　　（出席理事全員了承） 

　3.今後の福岡市水道局発注工事について

　　松永参与より、今後の福岡市水道局発注の鉛製管取替事業及び配水管整備事業について報告。
　　(出席理事全員了承) 

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。本日の全ての案件を終了した。時に午後2時30分。
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下管　第　６６３　号

福岡市長　髙島　宗一郎
（道路下水道局下水道管理課）

福岡市排水設備工事責任技術者
更新対象者　　　　　　　　様

平成３０年１２月２５日

（公　印　省　略）

お問い合わせ先
　福岡市道路下水道局　下水道管理課
　管路係　　担当　池田・赤尾・岡部
　電　話　０９２－７１１－４５３４
　ＦＡＸ　０９２－７３３－５５９６

平成31年度福岡市排水設備工事責任技術者の更新登録申請について（通知）

　時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素から、本市下水道行政の推進につきましては、排水設備工事責任技術者としてご尽力をいただき
厚くお礼申し上げます。
　さて、平成31年度排水設備工事責任技術者の更新登録申請受付を下記のとおり実施いたしますので、
引き続き登録を希望される場合は必ず登録申請を行われるようお願いいたします。

記　　　
1．受付期間 平成31年1月15日(火)～1月25日(金) 　
 （9：30～ 12：00、13：00～ 17：00）                
2．受付場所　　道路下水道局　下水道管理課（福岡市役所　本庁舎 6階）
 郵送での受付は行いません。　提出は代理の方でも構いません。
3．更新対象者　福岡市排水設備工事責任技術者証の有効期限が、
 平成31年3月31日までの方
４．申請（更新）に必要な書類
 ①福岡市排水設備工事責任技術者登録申請書（様式第3号）
 　※申請書は、福岡市の道路下水道局ホームページ（道路・河川・下水道）
 　　「お仕事の方へ」→「申請・届出様式集」→「指定工事店・責任技術者届出書一覧」
 　　からPDFファイルでダウンロードもできます。
　　　　　　　
 ②福岡県下水道排水設備工事責任技術者更新講習修了証の写し（コピー）　
 ③現在お持ちの福岡市排水設備工事責任技術者証の写し（コピー）
 ④写真2枚（縦2.5㎝×横2㎝、申請前3月以内に撮影した上半身、脱帽
 　したものに限ります。）
 　※内 1枚は申請書に貼付してください。
 　※写真は2枚とも裏面に名前と福岡市排水設備工事責任技術者
 　　登録番号を記入して下さい。　
　　　　　　　　　　
５．今後の流れ 登録申請された方には 3月末に登録案内書（受取日等を記載してます）と
 納付書（手数料 1,000 円）を郵送いたします。　　　　　　　　　
 その案内に従って、手続きをお願いします。
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更新対象
　福岡市排水設備指定工事店　様

福岡市長　　髙島　宗一郎　　　
（道路下水道局管理部下水道管理課）

お問い合わせ先
福岡市　道路下水道局下水道管理課管路係
担当：池田，赤尾，岡部
電話：092－711－4534

平成 31年度　福岡市排水設備指定工事店の更新について（通知）　

　立春の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素から、本市下水道行政の推進及び水洗化の普及促進につきまして、ご協力をいただき厚くお礼申し上
げます。
　さて、平成31年度福岡市排水設備指定工事店の指定（更新）申請受付を下記のとおり実施いたしますので、
引き続き指定工事店の登録を希望される場合は、必ず手続きを行っていただきますようお願いいたします。

記　

　1．受付期間 平成31年 2月 18日（月）～3月 1日（金）  9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00   
　2．受付場所 福岡市道路下水道局　下水道管理課（市役所本庁舎 6階）
　 ※郵送での受付は行いません
　3．指定要件 ①福岡県内に営業所を有すること。
 ②福岡市排水設備工事責任技術者を１人以上雇用していること。
 ③過去に指定の取消し処分を受けた者については、その処分の日から２年以上
 　を経過していること。
 ④本市の市税及び営業所所在地市町村の市町村税を滞納していないこと。
 ⑤排水設備工事に必要な設備及び機材を備えていること。
　4．申請（更新）に必要な書類（別紙　添付書類についての注意事項を必ずご覧ください）

①福岡市排水設備指定工事店指定申請書（様式第 1号）
② ・個人の場合：代表者の履歴書（様式 2）及び身分証明書（原本）、工事経歴書（様式 3）、
  建設業法に定める様式による財務諸表（貸借対照表、損益計算書）
 ・法人の場合：代表者の履歴書（様式 2）及び身分証明書（原本）、定款、登記事項証明書（原本）、
  工事経歴書（様式3）、建設業法に定める様式による財務諸表（貸借対照表、損益計算書、
  完成工事原価報告書、株主資本等変動計算書）
③市町村税納税証明書（福岡市の市税及び営業所所在地市町村の税の滞納がないことの証明、原本）
④使用印鑑届（様式 4）
⑤営業所の平面図及び写真並びに所在地略図（様式 5）
⑥雇用している責任技術者の名簿（様式 6）及びそれを証する書類
⑦雇用している責任技術者の福岡市排水設備工事責任技術者証の写し
⑧所有機材調書（様式 7）及び写真
⑨法人で本店・本社以外の営業所名で申請する場合は、代表者の委任状（様式 8）　
⑩役員名簿（様式 9）
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新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましてはつつがなく

新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は西日本豪雨や北海道地震などの自然災害が発生した様に1年間

を漢字1文字で表すならTVで放送された様に「災」の年だったのではない

でしょうか。

　毎年の様におこる自然災害は我々が予期せぬところで発生いたしますがライフラインを生業として

いる私 達、管工事業界からしてみても気にならない物事ではなく不測の事態に備えなければならない

のではと考えております。

　また、今年の10月に予定されております消費税の増税や、2020年には東京オリンピックが開催と

なりますが地元福岡で仕事をしている身としては今後の建設業界がどのようになっていくのか気にな

るところであります。

　今年の青年部会はLIXILと合同で進めている水の学校(仮)というイベントを管工事組合の近所の

子供達を対象に開催する方向で現在動いております。将来、このイベントを通して管工事に関心を持

って頂ければという気持ちと色んな場所で開催する事によって管工事の大切さを伝えれるイベントに

できるように進めていきたいと思っております。

　また、例年お願い致しております献血活動を4月に実施します。上記に書いている様に災害が発生し

怪我人がでれば確実に血液は必要となります。この献血活動というボランティアを通じて社会貢献が

できればと考えておりますので皆様の御協力の程宜しくお願いいたします。

　さて、今年は福管協青年部は設立40年の年となります。今まで多くの諸先輩方が守ってこられた青

年部会が40年目を迎えるわけですが、こうして長きに渡り青年部会が継続し活動できたのも組合員の

皆様のご理解、ご協力があってのものと思っております。 

この場を借りて厚く御礼申し上げます。

今後も管工事組合、業界発展の為、また次世代が加入したくなるような青年部会を目指して精進してま

いりますので何卒よろしくお願い申し上げます。

　最後になりますが会員の皆様の御多幸と御健勝をお祈り申し上げると共に、本年が皆様にとって素

晴らしい一年になる事を祈念いたしまして年頭の挨拶に代えさせて頂きます。

福岡市管工事協同組合青年部会
会　長　小  金  丸　  剛

青年部会だより
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実技試験の様子

採点の様子 水圧による漏水検査

平成30年度　後期
技能検定試験水準調整会議開催

 開催日時：平成 30年 12月 5日（水）午前 10時
 場　　所：福岡リーセントホテル「レインボーホール」
 次　　第：（1）福岡県職業能力開発協会挨拶
  （2）技能検定事務手引き説明
  （3）実技試験採点マニュアル説明  
       
　後期技能検定実技試験（建築配管）が福岡、飯塚、久留米、北九州の 4会場で実施するにあたり水準会議が開催
された。
　先ず、各団体から推薦を受け、福管連から選出した技能検定委員として松本、細井委員（福岡）、上村委員（南福
岡）、中藤委員 (田川）、中野、𠮷原委員（久留米）、三小田、入船委員（北九州）以上 8名が福岡県知事から委嘱状を
受けた。        

平成30年度　後期技能検定配管実技試験

　平成 30年度建築配管技能検定実技試験が 12月 18、19日に実施され翌日の 20日に採点が行われ、当組合
青年部会研修企画委員会及び組合職員で、今回も試験会場の準備、試験用材料の手配、作品の採点等の補佐を担
当した。



福 管 協 機 関 誌 第474号

15

健康コーナー
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※記載している栄養価は、1人分の数値です。「五訂増補日本食品標準成分表」に基づいて算出しています。
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答えは右ページへ

答えは右ページへ
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交通安全コーナー
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本年も「せせらぎ」をご愛読いただきますようお願い申し上げます。

組　合　通　信

30－28号　12月3日　下水道処理開始区域について

30－29号　1月 8日　平成31年度福岡市排水設備工事責任技術者の更新登録申請について

30－30号　1月15日　給水装置工事（穿孔業務）の施工業者公募・説明会について

30－31号　1月15日　漏水発生給水管修理単価契約請負工事公募・説明会について

30－32号　1月15日　給排水メンテナンスセンターの施工業者公募・説明会について

組 合 の う ご き

12月 5日 福岡県職業能力開発協会技能検定実技試験水準調整会議がリーセントホテルで開催さ

 れ松本上水道部長理事、松隈専務理事が出席した。

12月10日 定例理事会が組合会議室で開催された。

12月10日 佐藤税理士による精査が組合会議室で実施された。

12月12～14日 全管連第242回正副会長、部長会議が東京都内（ホテルベルクラシック東京）で開催され

 藤理事長が出席した。

12月18、19日 平成30年度技能検定実技試験が福岡県職業能力開発協会で実施され松本上水道部長

 理事、細井理事（技能検定員）が出席した。

12月20日 平成30年度技能検定試験採点が福岡県職業能力開発協会で実施され松本上水道部長

 理事、細井理事(技能検定員）が出席した。

12月28日 仕事納め

1月 7日 仕事始め

1月10日 新年賀詞交歓会、定例理事会がソラリア西鉄ホテルで開催された。

1月11日 福岡県空調衛生工事業協会新年賀詞交歓会がホテルニューオータニ博多で開催され松

 尾副理事長が出席した。

1月11日 設備設計三団体合同賀詞交換会が天神スカイホールで開催され末久副理事長、江頭部

 長が出席した。

1月17日 全管連臨時総会、第336回理事会、並びに新年賀詞交歓会が東京都内（品川プリンスホ

 テル）で開催され藤理事長が出席した。

1月18日 資材委員会が組合会議室で開催された。

編集人：広報・企画・情報委員会
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副委員長　野﨑　　寛 理　事　　岩下　達也
委　員　　玉置　順男 理　事　　阿部　盛俊
委　員　　大久保　秀則 事務局　　松隈　大穂
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